
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：鋼桁改良工事（２３―東）
�２ 発 注 者：阪神高速道路㈱
�３ 工事場所：大阪市中央区法円坂１丁目付近
�４ 工 期：平成２３年１１月１２日～

平成２５年７月３１日
阪神高速１３号東大阪線のうち１９７８年３月に供用
が開始された法円坂付近は、歴史的に重要な文化
財である難波宮史跡上に立地している（図―１）。
このため建設当時は、史跡保全の観点から橋梁全
体の重量低減のため、上部工には支間長の短い単
純鋼床版Ｉ桁を多数並べた特殊な構造が採用され
ている。当該橋梁はこれまで主桁や支承周りの溶
接部に複数のき裂損傷が確認されていた。そこで
損傷発生リスクを大幅に低減することを目的とし
て、１支承線化による部材取替連続化工法（図―

２）という抜本的な構造改良を、８日間という短
期の昼夜連続完全通行止め期間内に実施すること
とし、２０１２年１１月末～１２月初に工事を行った。

２．現場における問題点

本工区付近は、大規模医療機関や官庁施設が集
積している地域であることから、工事実施にあた
っては周辺道路交通への影響を最小限に抑える必
要があった。さらにリフレッシュ工事での作業を
極限まで少なくするために、本工事は以下の４つ
のステップにより作業を進めた。
�１ 既設桁計測（事前調査）
�２ 事前工事（支承取替工、鋼 I桁事前切断工等）
�３ リフレッシュ工事（桁連続化）
�４ 事後工事（支承反力調整）
特に８昼夜間で実施されるリフレッシュ工事は、
当該鋼桁連結工事以外に複数の工事が輻輳するた
めに、それぞれの工程管理が肝要となる。当該区
間では初日に舗装の撤去を行い、２日目から桁撤
去作業を開始しさらに連結化自体も２日間で終了
させ、後に続く舗装や伸縮継手に引き継がなくて
はリフレッシュ工事が完了しない厳しい工程であ
った。そのため、鋼桁の連結化を与えられた時間
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１５
施工計画

図―１ 施工位置

図―２ １支承線化による連続化工法
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内に完了させるため、想定される現地でのリスク、
作業時間、施工方法を把握し、タイムスケジュー
ルに合った管理をする必要があった。

３．工夫・改善点と適用結果

�１ 伸縮装置撤去方法の変更
通常、伸縮装置撤去時はフェースプレートと鋼
床版を止めている高力ボルトを１本づつ緩めて撤
去を行うが、本工事では、ボルトの本数が多く、錆
や腐食による固着によるタイムロスが懸念された。
そこで伸縮装置本体を切断し、鋼桁と共に撤去す
る方法を検討した。既設伸縮装置は、調整プレー
トを合わせると総板厚が９０mmと厚く、さらに中
間にステンレス板が挟み込まれた異鋼種のサンド
イッチ構造であることから、切断方法について事
前に検証実験を行ったうえでシャープランス（図―
３参照）による切断方法を採用した。この切断方
法を使用することにより、作業時間を把握するこ
とができ、時間内での伸縮装置撤去を完了した。
�２ 既設鋼桁撤去時の管理
撤去方法は、鋼床版桁および伸縮装置の切断後、

２５t ラフタークレーンを使用した。鋼床版の切断
は新設桁との接続精度を高めるために特に注意を
払った。鋼床版切断は、舗装撤去後に上面から行
うが新設桁製作のための基本測量や切断位置決め
はすべて桁下で行ってきた。桁下から上面計測
マーキングを写す際の精度向上のため、事前に鋼
床版下面からパイロットホール明けて切断位置を
明確にする方法を用いた。

鋼床版の切断には、均一な切断面が得られる自
動ガス切断機を使用することにより、品質の向上
とグラインダーによる平滑に仕上げに要する時間
短縮を行った。（図―４参照）
�３ 新設桁の架設時の管理
新設桁は、現地での確実な施工のために主桁毎
にブロック割とし、橋軸方向に７ブロック割り（７
本主桁）とした。ボルト添接部については、添接
板の方向、締付け順序やボルト長さの違いを工場
仮組み時に、現地担当者が出向き事前検証を行っ
たうえ、手順を作業員末端まで周知した。また橋
面上の作業員と桁下の作業員の連携により、非常
にタイトなタイムスケジュールに従って、無事２
日間での全箇所の連結化に成功した。（図―５）

４．おわりに

本工事では、リフレッシュ工事における抜本的
な構造改良の内容を説明するとともに、工事の施
工状況とその実施結果をとりまとめた。本報告で
の工法は、狭隘部における点検困難部位や、支承
や伸縮装置の機能低下に伴う損傷が多い等、維持
管理上の多くの課題を抱えた部位への健全化を図
ることができる工法である。鋼橋においては、現
在同様の課題を抱えているケースは少なくなく、
長寿命化に対して有効な手段と考えられる。今後
の参考事例となれば幸いである。図―３ シャープランス切断状況

図―４ 既設桁撤去状況

図―５ 新設桁架設図
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